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概要   

筆者は昨年と本年の2回にわたり、ディジタル図書館に関する国際会議I）igitalLibrariesに参加する機会  

を得た。本稿では、1995年6月に米国テキサス州オースチンにて行われたDigitalLibraries，95の19件の  

講演論文の内容を概説する。さらに、これらの論文についていくつかの観点から考察し、また、1994年6  

月にテキサス州カレッジステーションにて行われたDigitalLibraries－94の内容と併せ、「ディジタル図書  

館は様々な分野の融合であること」と「長期にわたるディジタル図書館の保守管理」の観点からの考察を  

行う。  
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Abstract   
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formedbymultipledomains，andlongtimecommitmentstomanaglngOfdigitallibraries・  

Ⅹeywords   

digital1ibrary，digitallibraryproject，SOCialscience，arCllitectureofdigitallibrary，COmPOnentte血nology  

Ofdigital1ibrary，uSerOfdigital1ibrary，WWW  

26   



1．はじめに   

TheSecondAnn11alConferenceontheTheoryandPracticeofDigitalLibraries（DigitalLibraries’95）  
は、1995年6月11日から13日まで、米国テキサス州オースチン（テキサス州の州都）のDriskillHotelにて  

行われた。135名の参加者のうちほとんどは米国からであり、その他英臥オランダ、韓臥オーストラリ  

ア、ニュージーランド、カナダなどからの参加があった。日本からの参加者は筆者を含め9名であった。会  

議は、TexasA＆M大学CenterfbrtheStudyofDi●gitalLibraries、Tbxas大学Austin校Gra．duateSchool  

ofLibraryandInformationSciences、TbxasA＆M大学In＄titutefbrBiosciencesandTechnologyのW．M．  

KeckCenterforGenomeInfbrmaticsが主催し、ACM（SIGLINI（，SIGBIT，SIGCAPⅡ，SIGCUE，SIGIR，  

SIGOIS）、American Society fbrInfbrmation Science、Association ofReseardlLibraries、Knowledge  

Systems，Inc．、Syracuse大学SchoolofInformationStudies、ⅩeroxPaloAltoResearchCenterが協賛  

した。  

会議では予定されていた19件の一般講演のうち、18件の発表が行われた。また、1時間半のエキスパート  

フォーラムが3回行われ、それぞれのテーマにそって活発な議論や意見交換が行われた。その他、PrOCeedings  

には、講演を行わないfullpaperが2編、Shortpaper（4ページ以内）が7編含まれている。  

以下本箱では、19件の内容の要約を行い、いくつかの観点から考察を行う。また、1994年6月に行われた  

DigitalLibraries，94の内容と併せ、総合的観点からの考察を行う。  

なお、Proceedingsの電子版はhttp：／／csdl．tamu．edu／DL95／にで入手可能である。冊子体の入手方法の情  

報も得られる。  

2．各講演の内容   

以下に、筆者が講演を聞き、PrOCeedingsを読んで理解し得た範囲の内容の要約を行うと共に、文献fl】に  

準じた分類を行った。庶タイトルと日本語訳タイトル、次いで要約を示す。なお、各タイトル中を除き、  

di由tallibraryはDLと省略する。  

［DIJ構築プロジェクト］  

（1）DigitalLibraryResearchAtLoughborough：TheLastFifteenyears  

Loughboroughにおける過去15年間のDIノ研究  

過去15年間にLougbborougb大学で行われた様々なDL研究プロジェクトについて説明している。BIJENDプ  

ロジェクトに始まり、QUARTET（QUARTETの一部として始まったADONISについても含む）、ELVYN  

プロジェクト、そして現在行われているTrainingElectronicJournalプロジェクトについて述べている。  

これらのプロジェクトで得られた教訓は、耶几岬やCOREといった現在行われているプロジェクトに生  

かされている。  

（2）EarlyPrototypesoftheRepositoryforPatternedInjuryData  

「痕の残った負傷」データの保存機構の初期試作  

RepositoryforPatternedInjuryData（RPID）は、「痕の残った負傷」の医療処置に関するデータを収め、  

それに対する協同作業を支援する法医学のためのDLである。このシステムは音声やビデオや（ディジタル  

化された）手書き文書などの新しいマルチメディアデータのみならず、テキストやイメージといった今まで  

扱ってきたデータをも含んでいる。ネットワークをベースに開発されており、リアルタイムの診察や相談、  

データベースの調査などに利用できるようになっている。  
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［データベース技術、ドキュメント技術］  

（3）ManagementoftheNationalHPCCSoftwareExeha・nge－aVirtualDistributedDigitalLibrary  

ⅣHSE一仮想分散DL－の管理  

NHSEとは、ハイパフォーマンスコンピューティングに関するソフトウェア、文献、データの分散型コレ  

クションである。分野別に分散蓄積されたコレクションの上に構築された仮想的なHPCCソフトウェアリ  

ボジトリに対して、WWWによる統一されたインタフェースを提供している。ソフトウェアの提出に当っ  

ては、品質や不変性を保証するため、雑誌のレビューに似たレビュープロセス、公開キー暗号システムに  

ょる認証手続き、ソフトウェアに付けられた識別子（fingerprint）による完全性（integrity）の検査が行なわ  

れる。今のところ、日録は提供者とNⅡSEのライブラリアンによって手作業で作成されている。この目録  

を用いてフリーテキストサーチやシソーラスを用いた検索ができる。  

【検索・利用技術］  

（4）ProvidingGovernmentInfbrmationontheIntemet：ExperienceswithTHOMAS  

インターネットでの政府情報の供給：THOMASの経験  

丁王IOMASシステムは、インターネットで米国議会の立法に関する情報を提供するために設計された。  

TⅡOMASの予備経験では、質問（queries）が短くなりがちであることがわかった。よって、質問処理や質  
問拡張、語形（形態）処理などの技術を採り入れて改善する必要がある。筆者らは、システムの使われ方や  

質問に関する統計、利用者のフィードバックをどう反映させ、質問処理をどのように変化させたかについ  

て述べている。また、TⅡOMASや他の似たシステムを改善するための、質問拡張や語形（形態）処理に関  

する研究の状況についても述べている。  

（5）ANewZealandDigitalLibraryforComputerScienceResearch  

ニュージーランドの計算機科学研究のためのDIJ  

ニュージーランドは地理的に孤立しているせいで、インターネットへのアクセスにはコストがかかりレス  

ポンスも遅い。筆者らは、全世界の各地でインターネットにより公開されている計算機科学分野の技術資  

料の全文検索インデックスを作成し、それを国内に置いて利用に供するというプロジェクトを行った。イ  

ンデックス作成はほとんど自動化されている。国内にはインデックスと検索エンジンのみがあり、必要最  
小限の資料本体を転送することでネットワークトラフィックとコストを抑えることができる。資料本体を  

捷俵している機関は特別な作業をしなくてよい。なお、インデックス作成にはmgというPDSを使った。  

75万件の文献に対してインデックスを作成したところ、（w扇sのような）ランクつき出力をするのに3秒か  

ら5．秒程度かかった。  

（6）AⅡypertextualInterfaceforaSearcher’sThe＄auruS  

サーチャーのシソーラスのためのハイパテキストを利用したインタフェース  

筆者らが開発した、シソーラスを見やすくするためのハイパテキストインタフェースを紹介している。利  

用者が主題語を入力すると、関連語は主題語を中心とする円の中に表示され、上位語・下位語は主産語を  

含んだツリー状に表示される。表示されているどの語をクリックしても、その語を中心とした表示に切替  

えられる。また、検索インタフェースの検索語入力欄に語をドラッグして持っていくことが出来る。  
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【マルチメディア技術・認識技術］  

（7）AutomaticExtractionofHypermediaBundlesfromtheDigitalLibrary  

DLからのハイパメディアの自動抽出  

DIJの利用者が日録で検索したマルチメディア文書・資料をDLから取り出し、「バンドル」と呼ぶハイパ  

テキストアプリケーションを自動的に生成して提示するという実験について説明している。目録へのアク  

セスは、多様な質問ツールを備えた質問エンジンへのビジュアルインタフェースを介して行う。ハイパテ  

キストの自動生成には、図書館の日録固有の構造を利用している。  

（8）EnhancingUsabilityofNetwork－basedLibraryInformationSystempExperimentalStudiesonUser  
InterfacesofOPACandCollaborationToolfbrLibraryServices  

ネットワークに基づく図書館情報システムの利用性の拡大一OPACのエーザインタフエースと図書  

館サービスのための共同作業ツールの実験的研究  

筆者らはネットワークを利用した2つのシステムを開発し、図書館情報システムのUser－friendlinessに関  

する実験的研究を行った。SOPACは、書架の様子をグラフィカルに表示するOPACである。各図書のイ  

メージは、それらの図書の大きさに基づいて表示される。もう一つのシステムは協同作業支援システムで  

ある。ネットワークで接続された2台のワークステーション上でテレビ電話、共有ディスプレイ、ホワイ  

トボードなどを開発し、GUIベースのOPACの使用法を遠隔で教えるという実験を行った。  

［データ蓄積技術］  

（9）Catal0gingintheDigitalOrder  

ディジタル資料の日録法  

インターネット上の大量のディジタル資料はほとんど組織化されていない。また、それらは内容が変化す  

ることがあり、時には存在そのものがなくなってしまうことがある。筆者は、現在図書館で行われている  

目録法を「資料の順序付けの一形式」ととらえ、それをインターネット上のディジタル資料に通用する方  

法を模索している。「ディジタル資料の日録」を作るためには、現在の図書館の目録との相違、管理主体  

に求められる能力、必要な要素技術、準拠すべき目録法など、考えるべきことがたくさんある。また、計  

算機科学や図書館学のみならず、その他のたくさんの分野からの知識を動属する必要があるだろう。それ  

にもまして、まず、「資料のコレクションを管理するためには目録が必要である」という、図書館関係者に  

とって常識であることが図書館学以外の分野に意外と知られていないという現状を変えなければならない。  

（10）ColleetionMaintenanceintheDigitalLibrary  

DLにおけるコレクションの保守  

資料の保守管理はDIJにとってきわめて重要なものになるであろう。DIJは「インフォーマルでかつ内容が  

変化する資料を含んでいる」ので、その保守管理には今までの図書館にはなかった技術的問題と制度的問題  

がある。筆者は、様々なタイプのDLを調査し、コレクション（資料を集めたもの）の保守管理に関して以下  

の結果を得た。すなわち、インフォーマルで内容の変化する資料（例えば、WWWやNetNews）を含むコ  

レクションの保守管理には、新しい技術的解決法（例えば、WWWに対してMOMspiderやWeb：Lookout  

を適用する）が必要である。  

（11）AntomaticCreationandMaintenanceofanOrganizationalSpatialMetadataandI）ocumentDigital  
Library  

組織の空間的メタデータとドキュメントのDLの自動生成と管理  
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米国フロリダ州政府機関の組織の活動をサポートするためのDLシステムについて述べている。このシス  

テムは、中央政府や州政府の行政文番やメタデータ（データのデータ、すなわちデータのフォーマットなど  

に関するデータ）の収集・管理から、一般市民からのインターネットを介した利用のサポートに至るまで、  

あらゆるサービスを提供する。特に、地理的情報（地図など）の組織化に関しては、地理的（空間的）な特徴  

（緯度、経度、国の境界など）を利用した組織化を行い、利用者に村してもそれらの特徴から地理的情報に  

アクセスできるようなわかりやすいグラフィカルエーザインタフエースを提供している。  

（12）UseoftheISiteZ39・50softwaretosearchandretrievespatial1y－referenceddata  

空間的に参照されるデータのIsiteZ39．50ソフトウェアを使った探索と検索  

地図の持つ地理的特徴から地図を検索可能とするためには、一般的な文書の属性に加え地図の持つ地理的  

特徴（緯度、経度など）を属性として検索システムに収める必要がある。最新のZ39・50（ANSIの定めた情  

報検索のための通信プロトコル）では、サーバはクライアントに対し「検索キーとして使える属性」を知  

らせることができる。これを利用して、筆者は、米国連邦地理情報委員会（FGDC）によって定められた  

ContentsStandardsforI）igitalGeospatialMetadataをfreeなZ39・50サーバであるISiteによって扱える  

ようにし、有効な地図検索システムを開発した。  

【DIJ管理技術］  

（13）InterPay：ManagingMultiplePaymentMechanisminDigitalLibraries  

InterP町：DLにおける複数の支払い機構の管理  

ネットワークを通じて料金を徴収する仕組みは今までにいくつか考案され、様々な支払いの仕組みや課金  

モデルが存在する。これらは異なる特徴を持っており、ある一つの方法のみで一般的利用に十分であるとい  

うことはない。それゆえ、利用者とサービス提供者は様々なプロトコルを扱わなければならない。InterP町  

は、種々の支払い方針や課金方針、その詳細などをオブジェクト指向モデルを採り入れて適宜隠蔽し、利  

用しやすい課金・支払い環境を提供する。  

【DIJと利用者との関係］  

（14）DeliveringTechnologyforDigitalLibra・ries：ExperiencesasVendors  

DLの伝達技術：ベンダとしての経験  

電子図書館開発の過程においては、開発技術者と利用者（発注者）との間に、できあがる電子図書館に対す  

る期待のずれが顕著に見られる場合が多い。これは、組織や各自の技量、仕事の流れや環境に対する暗黙  

の理解などの遠いによって生じる。この問題は、技術的な問題ではないので、解決が非常に難しい。ディ  

ジタル図書館作りを成功させることは、それに関わっている全てのグループの協同によってのみ成し遂げ  

られる。この論文は、電子図審館プロジェクトの協同構築の方法を提案している。  

（15）UserNeedsAssessment andEvaluation fortheUC BerkeleyElectronicEnvironmentalLibrary  

Project：aPreliminaryReport  

UCBerkeley電子環境図書館プロジェクトのための利用者ニーズの評価  

UCBerkeley電子環境図書館は、環境計画の研究のための様々な形態の情報を収めた分散システムである。  

このプロジェクトには、利用者ニーズの評価という課題が含まれている。この課題は、利用者を中心に考  

えたシステム設計および評価によって利用のしやすさを最大限にすることと、それをDL一般に適用でき  

るか否かを発見することを目標としている。利用者ニーズの評価は、「環境」「全体的な研究達成度」「個別  
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の研究達成度」「情報行動」「DIJの利用」の5つの観点から行っている。なお、このプロジェクトはまだ  

始まったばかりである。  

（16）UsingOnlineInformationResources：Reachingforthe＊・＊’s  

オンライン情報資源の利用  

様々なDl′が実現されているが、学術利用を対象としたものが多い。しかし、DIJを含む情報テクノロジー  

は（学術利用でない）一般利用者にとっても利用可能なものである。一般利用者層によるオンライン情報資  

源の利用法の理解という問題に取り組むことが、今後よりよいDlノを実現するために必要である。筆者は、  

オンライン情報資源の利用法に関する研究論文を選び、レビューを行っている。そして、オンライン情報  

資源の「組織を越えた（interorganizational）利用性」という側面が、オンライン情報資源の利用性を考え  

る上でもっとも重要な要素であることを見出している。オンライン情報資源の利用性を考える際に、今ま  

でのようにエーザインタフエースや検索方式のことばかり論じているのではなく、このようなことも考え  

る必要があると述べている。  

【DIJとは？］   

（17）TheDigitralResearchLibrary‥TasksandCommitments（講演なし）  

ディジタル研究図書館：タスクとコミットメント  

ディジタル研究図書館（DRL）は、長期間にわたり利用可能な、電子的情報のコレクションである。DRLを  

設立する者は、利用者の要求を満たすために、電子的資料の保管の仕組みを作り、それを使うためのツ…  

ルを実現し、さらに、長期間にわたる組織的財政的社会制度的コミットメントを持つ必要がある。図書館  

学と計算機科学両方の能力と理解は、電子的環境に人間の行動の記録を保存するというタスク・コミット  

メントを達成するために不可欠なものである。  

（18）DigitalLibrariesandSustainableDevelopment？  

DLと「持続しうる開発」  

社会科学の分野においては、「持続しうる開発（sustainabledevelopment）」に関して、社会科学者と経済学  

暑が様々な側面から見た「将来の展望」を議論している。議論は、「世界的な産業化が持続する」か「人間  

性の維持のため産業化はdownscalingする」かのどちらかになるであろう、という点に放られつつある。  

DIJの分野におレ、ても、これと同様のことを考える必要があるであろう。筆者は、「持続しうる開発」のフ  

レームワークの中で、どのようにDLを開発すべきかについて述べている。  

（19）DigitalLibraries：IssuesandArchitectures  

DIノの問題点とアーキテクチャ  

DLの研究分野は、様々考研究領域からのサブフィールドの融合であると見ることができる。そして、新  

しく複雑な研究問題を含んでおり、それらに対する明解な解説はなされていない。せいぜい、ある特定の  

Dいこ関する問題を、他の領域の問題のバリエーションとして位置付ける程度のことしか行われていない。  

筆者らは、この問題を解決するために、DLの要素の分類法を考案している。DLの構成要素は、Data、  

Metadata、Processの3つの項目からなる軸とThnslationofPhysicalLibraryElemen七、NewDigital  

LibraryElementの2つの項目からなる軸から構成される2次元空間に分類される。また、筆者らは、一  

般的なDI」システムのアーキテクチャについても述べている。  
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3．考察   

前章にまとめたように、講演の内容は多岐の分野にわたっている。いくつかの興味深い観点をあげ、その  

観点から考察を行う。また、1994年6月に米国テキサス州カレッジステーションのTexasA＆M大学で行  

われたDigitalI．ibraries，94の内容と併せながら、2つの総合的観点から考察を加える。なお、文中の（）  

つきの数字は、2章の各論文要約の番号と対応する。  

3．1DigitalLibraries，95におけるいくつかの観点   

●DIノの社会科学分野との積極的な交わり   

D工ノやDLの集合を一つの「コミュニティ」と考え、社会科学分野で見出されている問題点がDLにも見出  

されることを指摘し、社会科学分野で使われている方法論や問題解決法を適用し解決を図ることについて  

述べたものが見られた。また、DI」に対する社会の関わりの必要性を述べたものも見られた。  

（18）においては、DLの開発を産業の発展となぞらえ、社会科学分野における産業の発展についての考え方  

と同様の考え方でDLの将来について考えることをDL研究者に促し、問題の提起を行っている。（16）に  

おいては、経済と社会の発展のための情報と情報技術は、社会や政治や組織が総合的計画を持って関わっ  

ていくことでその重要度が増す、ひらたく言えば、（社会や経済の発展のための情報や情報技術を持ってい  

る）D工ノには、社会の関わりが必要であるということが述べられている。  

いずれも、DI．の「社会や社会科学分野への積極的な関わり」「社会や社会科学分野からの積極的な関わり」  

を説いており、ともすれば技術論一辺倒になりがちなD工ノ研究に対し督鐘を鳴らしている。  

●DL実現および発展に対する利用者の関わり   

図書館と社会との間の最も重要な接点のひとつは「利用者」である。利用者のニーズを評価し、それをDIJ  

の改善や今後のDLの設計および開発に役立てていこうとする発表があった（15）。また、DL開発後に実  

際にD工ノ管理に携わる者（図書館貞のようなもの）を「利用者」としてとらえ、設計段階から「利用者」の  

要求を十分にとり入れるべきだというものもあった（14）。利用者の要求を聞きシステム改善に役立てるこ  

とは情報システムの運営で必ずといってよいほど行われていることである。DIノシステムにおいても利用  

者の声を開くことは当然必要なことであり、このような研究が行われつつあることは、実利用に償するDL  

システムがさらに利用性の向上を図ろうとしていることをうかがわせる。（15）における評価の手法および  

評価の観点は研究者を対象とした他のDIJにおいても利用可能なものと考えられ、参考になる。  

●DLシステムの一般的な構成法   

DLの実現を、どのような技術を用いて行うかという点について、個々の実現例の紹介ではなく一般論と  

して述べたものがあった（19）。様々なDLが実現されている中で、それらの問題点を考察し、DIJシステ  

ム実現の「テンプレート」の一つを示したものと言える。  

●要素技術のDIJシステムへの通用事例   

タイトルを見るとDL実現の紹介であると思われる講演・論文が、実は実現に利用した要素技術およびそ  

の適用方法の解説であったというものが多く見られた。（4）では質問処理、（5）ではDLの実現形態とイン  

デクシングの方式、（3）ではDIノの実現形態とデータの保守手法、（15）では利用者ニーズの評価とフィード  

バックの方法、（11）と（12）では地図情報の特徴に合わせた保守とアクセスの方法について、報告および議  
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論がなされている。いずれも、システム全体の解説より上記の要素技術の解説に重点がおかれている。実  

現されたDLの全体像を紹介するのみならず要素技術の適用方法を詳説することは、今後のDLシステム  

開発の助けになるであろうと思われる。  

○ネット上の情報の特性   

WWWで「私のお気に入りのページのリスト」といったようなリンクのリストを作ったり、Mosaicのホッ  

トリスト機能を活用している者なら誰でも「ネット上の情報はその内容が知らないうちに変化したり、存  

在そのものがなくなってしまうことがある」ということがよくわかる。会議では、このような情報をDIJ  

にどのように収め、管理するかについて述べたものがあった。（9）はそのような情報の日録を今までの図書  

館の目録と同様に保守する（変化した情報のエントリはその変化を反映するように変更し、なくなった情報  

のエントリは削除し、常に「蔵書の生き写し」状態を保つ）にはどうしたらよいかという点について述べ  

ている。解決法を述べてはいないが、解決法を導き出すために考えるべき問題点を明らかにしている。ま  

た（10）は、様々なDLの調査に基づき、WWWについていくつかの方法を提案している。  

WWWを実現のために用いたDLシステムは、今回の発表を見るだけでもかなり多い。それらは、今まで  

の図書館のように「情報そのもの」を持っているだけでなく「情報の所在」を持っているものが多い。自  

ずと上記のような問題が発生する。今後もDIJの研究領域で議論の的となることが想像される。  

● metadata．   

metadataとは「データのデータ」のことで、ここでは「データの構造を定義するデータ」「データの分類  

のためのデータ（分類表）」などを意味する。特定分野のDLにおいて、metadataを情報の蓄積や検索に積  

極的に利用している例が見られた（11）（12）。また、DLの問題点を体系的に考える際に、metadataに注目  

しているものが見られた（19）。metadataについて考えることはデータ形式の標準化へのステップのひとつ  

であり、今後も議論が続くものと思われる。  

3．2総合的観点   

筆者は、昨年と本年の2回にわたり、DigitalLibrariesに参加した。2回の会議の発表内容やconftrence  

Chairpersonの言葉（proceedingsの巻頭言）から、これらの会議に共通する大きな話題は「DLは様々な研  

究分野の融合・統合であること」と「長期にわたるDIJの保守管理」の2点であると思われる。以下に、こ  

れらの観点からの両会議の考察を述べる。  

●DLは様々な研究分野の融合・統合である   

94年のconferencechairpersonであるRichardFurutaと95年のDavidM．Levyは共に「DLは、計算機  

科学、図書館学、社会科学を含む様々な領域からの知識と専門的技術から成り立っている」と述べている。  

そして、様々な領域からの発表がバランスよく収められるよう努力したということを述べている。事実、  

2回の会議の発表には、ハードウェアからソフトウェアに至る計算機科学系の話題（ネットワーク、データ  

ベース、マルチメディアなど）、DLにおける目録法や1ibra∫ianの役割といった図書館学系の話題、知的財  

産の扱いや政府情報・企業情報の提供といった社会科学系の話題、電子出版や一般人のDLの利用といった  

「社会との関わり」についての話題、様々なの分野（医学、環境学、地球科学など）の情報の特性に合わせ  

た蓄積についての話題、そしてそれらを含んだ個々のDL構築プロジェクトの話題、といったように、多  

彩な内容が含まれている。  
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また、F。rutaは、研究領域を適えた研究グループを作り、それぞれがお互いの領域を理解して研究を進め  

るといったopenmindの持続が必要であると述べている。Levyは、互いの領域のボキャブラリや問題解  

決の方法論や将来の展望などを認識し獲得することが大切だと述べている。DIJに携わる人それぞれが、自  

分の持つ技量をDいこ生かすことを考え、また他の領域の知識や技術を多く身につけ総合的な視点からDL  

設計・実現・利用を考えていくことが望まれている。  

○長期にわたるDLの保守管理   

両会議は、現在の図書館が資料を長期間にわたって保守管理しているのと同様、DLにおいてもディジタル  

資料を長期間にわたり責任を持って管理すること大切がであるとしているようである。95年には、長期に  
わたるDIJの運営や責任について述べている論文があった。また、ディジタル資料の蓄積に関する話題や  

DIJ構築プロジェクトの話題の中には、データの無矛盾性を常に保つための工夫や人手の介在を最小限に  

する自動索引付けの仕組み、知らないうちに変化してしまうネットワーク上の情報の扱い方など、長期間  

の保守管理を暗黙の背景としていると思われる技術的話題が見られた。  

4．おわりに   

ここ1、2年ほどの間に、I）Lに関する会議が他にも行われるようになった（AdvanceinDigitalLibraries  

など）。また、既存の会議や学術雑誌がDLに関する話題を扱うようになった。NSF／NASA／ARPAがDL  

研究の後押しを始めてから、米国を中心としてDlノ研究熱が急速に高まってきた。そして、そこで扱われ  

るDlは、それ以前の「電子化された文書や画像や音声を貯めておく」だけのものではなく、社会との関  

わりがあり、利用者との関わりがあり、様々な研究領域との関わりがある。現在の図書館がそうであるよ  

うに、DLが「社会的に重要なもの」になりつつあることを感じる。  

とは言っても、Furutaによれば、現時点では誰も本当のDLが何であるかを知らず、定義や限界も知らず、  

唯一わかっていることは、それぞれがD工ノ開発に対し長期間の責任ある関わりを持つことである、とのこ  

とである。Fur11taは「成果が現れるまでには2、30年かかるだろう」とさえ述べている。  

DigitalLibraries’96は、そのフルネームをFirstACMInternationalConferenceonDigitalLibrariesに  

変え（今後ACMの主催で行われる）、来年3月に米国メリーランド州ベセスダで、同じ場所で行われる  

Hypertext’96の直後に行われる。また、DigitalLibraries，97は、SIGIR，97（情報検索に関するACM  

SIGIRの主催する会議）と連続して開催されるそうである。参加者は、連続する2つの会議に出席するこ  

とを期待きれているようである。これは「Dいま様々な分野の融合である」ということを意識しての設定で  

あろう。今後も興味深い発表が期待される。  

最後に、論文（17）のPeterS．Grahamの言葉を引用して、本稿を締めくくりたい。  

”Thetaskscal1notsomuchonnewknowledgenorollneWteChniques†butuponinfbrmedcommitment；  
thatisluPOnWill・Forcomputingexpertsseekingagoalworthyoftheirskills，hereistheirchal1enge・  

Forlibrarianswonderingwhatistocomeoftheirprofessionintheelectronicage，hereistheirchallenge・  

ForinstitutionsintendingtocontinuetheirmissionofexpandingthepermanentaCquisitionofhuman  

knowledge、hereistheirresponsibilitv．”  

「（DLを設立し運営するという）タスクには新しい知識も新しい技術もそんかこ必要ではをいが、博識な  

るコミットメントが要求される。これはすなわち、堅い決意が必要ということである。自分たちの能力に  

催する目標を探している計算機の達人たちにとっては、ここが挑戦のしどころである。電子化時代にどん  

な仕事が来るのかと不思議に思 っている図書館員たちにとっては、ここが挑戦のしどころである。人間の  

知識をいつまでも集め続けることを発展させるという任務を続けるつもりでいる機関にとっては、ここに  

彼らの責任がある。」  
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